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※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

対前年度比 2億2,492万円 減

（単位：千円）

依

存
財 源  73.1％

 自主財源  26.9%

町税
543,961 

7.9%

分担金及び負担金
32,551　0.5%

使用料及び手数料
71,649　1.0%
財産収入
27,343　0.4%

寄附金
70,001
1.0%

地方消費税交付金、
地方譲与税など
236,179　3.4%

諸収入
50,105
0.7%

繰越金
30,000　0.4%

繰入金
1,035,190 

14.9%

地方交付税
3,394,212 

49.0%

国県支出金
996,999
14.4%

町債
438,600 

6.3%

歳入
69億
2,679万円

（単位：千円）

ふるさと納税等

各種基金（貯金・運用資金）を
取り崩して使うお金

町が行う事業に応じて国や県が
補助してくれるお金

市町村の財政状況に応じて国から
交付されるお金

69億2,679 万円で 可決

一般会計当初予算規模の推移

台風６号災害の復旧工事を優先して、

70 億円を下回る予算に

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
62
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66

68

70

72

74

76

78

80
億円

6,926,7907,069,386 7,681,094 7,028,420 6,966,794 7,151,710

　町の歳入は、町税等、地方自治体の権利能力に基づいて自主的に収入される「自主財源」と、国や
県等の意志決定に基づき歳入される「依存財源」に大別できます。
　下のグラフのとおり、本町財政は自主財源に乏しく、国や県からの交付金や補助金、事業資金調達
のための借入金等の依存財源の割合が高くなっています。
　国県補助事業の積極的な活用や借入金の有効活用を図りながらの財政運営に努めているところです。

一般会計歳入予算の内訳

町が借り入れるお金
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歳出
69億
2,679万円

議会費　89,214　1.3%

民生費
1,746,548
25.2%

総務費
1,176,936
17.0%

衛生費
539,712
7.8%

農林水産業費
585,970
8.5%

商工費
369,116
5.3%

土木費
410,319
5.9%

消防費
258,075
3.7%

教育費
622,264
9.0%

災害復旧費、予備費
45,781
0.7%

公債費
1,082,855
15.6%

※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

町の借入金残高の状況
　本庁舎建設事業の影響で借入金残高が令和２年度末に107億を超えましたが、それ以後は、減少して
います。
　町が借り入れた地方債の中には、その償還費の全額もしくは一部を、国が補填しているものもあります。

（単位：千円）

69億2,679 万円で 可決

（単位：千円）

令和 6 年度
一般会計 は

公営企業会計　総額 5億378万6千円
※下水道事業が４月から公営企業会計としてスタート

特別会計
総額　28億5,469万6千円

会計名 令和２年度末 令和３年度末 令和4年度末 令和5年度末見込 令和6年度末見込
一 般 会 計 10,782,837 10,519,529 9,845,855 9,907,345 9,298,887 
診療所事業特別会計 99,645 86,325 73,098 59,951 48,758 
水道事業会計 1,226,011 1,128,544 1,013,657 897,552 794,025 
下水道事業会計 160,487 134,906 107,083 77,410 56,117 

　下のグラフは、町の歳出予算を目的別に分類し比率を示したものです。各種社会保障関係の経費で
ある「民生費」の比率が最も高く、次いで、総務費、公債費、教育費、農林水産業費、衛生費、土木費、
商工費、消防費、議会費の順になっています。

一般会計歳出予算の内訳
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令和６年度　注目予算 !!

　路線バス会社等の経営の悪化、運転手不足により地域の公共交通
の確保・維持は厳しくなる一方です。全ての地方公共団体において
地域公共交通計画の策定が求められており本町も、コミュニティバ
ス等の全体的な見直しを行い、持続可能な運送を実現するために令
和６年度は策定に向けて準備を行います。

地域公共交通計画策定準備に係る支援委託事業（企画観光課　政策調整係）

5,000千円

新規事業

　マイナンバーカードや運転免許証を
活用し、住民が申請書記入の負担軽減
を図るシステムを構築します。この事
業はマイナンバーカードの活用促進だ
けでなく、住民にとって、「書く」負担
を軽減することで、窓口全体の混雑緩
和と滞在時間の短縮を図ります。

書かない窓口システム導入事業（デジタル推進課　デジタル推進係）

8,551千円

新規事業

　現在窓口で紙を使用している各手続きをインターネット上で申請
できるようにするものです。町民が場所や時間に制約されず家にい
ながら手続きの申請を行えるようになります。また、電子申請では、
デジタル形式で申請書類を送信・保存するため、紙の書類に比べコ
ピー・改ざんが難しくなり、電子証明やアクセス制御も行えるため、
情報漏洩や不正アクセスのリスクを軽減できます。

電子申請システム導入事業（デジタル推進課　デジタル推進係）

1,683千円

新規事業

　令和６年10月から児童手当の改正（拡充）が予定されています。
内容は、所得制限の撤廃、支給対象年齢の18歳（高校生）まで引
き上げ、第３子以降は現行の15,000円から30,000円へ、また、
支給時期が年３回から６回になる予定です。　

児童手当支給事業（介護福祉課　福祉係）

77,025千円
児
童
手
当
、
こ
う
変
わ
る

（
金
額
は
月
額
）

現　状
０～2歳 1万5000円

3歳～小学生 1万円 第３子以降
1万5000円

中学生 1万円
高校生 なし

所得制限あり

拡充案（2024年度中の実施検討）
1万5000円

第３子以降
3万円

1万円

1万円
1万円

所得制限なし
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基本は「町民に喜んでいただける町づくり」
そのために予算がどう使われるのか。私たちはここに注目しています。

　猫の不妊去勢手術を実施する個人・団体に対し
て、不妊去勢手術費用の一部を助成し、みだりな
猫の繁殖を抑制し、人と猫が共生できる社会づく
りを目指します。また、希望する個人・団体へは
猫の捕獲器の貸出を行い、活動の支援を行います。
〇�対象経費は不妊去勢手術・耳カット・入院費等��
対象経費の90％を補助� �
1頭あたりの上限額は雄猫 8,000円、� �
雌猫 16,000円

猫の不妊去勢手術助成事業補助金（町民保健課　環境衛生係）

1,200千円

新規事業

　エネルギー・食料品価格等の物価
高騰による影響を受けている町民の
家計負担の軽減と、地域における消
費を下支えするため、「物価高騰・
経済対策事業　生活応援商品券」を
全町民に交付します。

物価高騰・経済対策事業　生活応援商品券（企画観光課　農商工連携係）

36,661千円

新規事業

それぞれの事業の詳細についてのお問い合わせは各担当課へお願いします。

　令和７年度より開校を予定している佐多地区小中一貫校に向け
て、児童、生徒及び教職員の学習環境を整備するために、拠点とな
る第一佐多中学校の校舎の一部（教室棚・黒板、仕切壁、空調設備、
トイレ等）の改修工事を行うものです。

佐多地区小中一貫校施設改修工事（教育振興課　教育総務係）

48,231千円

新規事業

多目的ホールには空調設備が新たに整備される予定
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物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

物価高騰の影響を受けている生活者に対する給付金です。
①町民税均等割のみ課税世帯　10万円／世帯
②�町民税非課税及び均等割のみ課税世帯に扶養されている 18歳以下の子ども　５万円／人

5,865万円

ねじめ温泉・ネッピー館温泉施設・設備改修事業
　建設から 27年が経過し、経年劣化がみられる温泉設備を改修し、熱源の見直しを行うなど
安定した施設の維持管理を図るための費用です。

4,650万円

障害者福祉施設整備事業

肝属郡医師会立病院再整備事業補助金

ふるさと納税推進事業

　社会福祉法人白鳩会が実施する施設整備事業に対する
事業費を支援し、法人の負担軽減を図り、大規模災害時
の福祉避難所としての利用も想定されることから防災対
策の一層の強化が図られます。

　医師会立病院再整備事業における肝属
郡医師会への補助金が流末排水等の変更
により造成工事分が増額されました。ま
た、実施設計及び開発許可関係について
は執行残分の補助金が減額されました。

　ふるさと納税の寄付額について 12 月
までの実績により令和５年度の増額が見
込めたことから返礼品や送料等の必要な
経費が計上されたものです。

500万円

4,762万2千円

300万円

令和５年度２月補正

令和５年度 3 月補正

国庫補助金

令和５年度寄附状況 単位：円
４月 1,000,000 ９月 18,770,000
５月 2,118,000 １０月 3,986,000
６月 2,817,000 １１月 6,391,500
７月 2,745,000 １２月 27,672,500
８月 3,747,500 合 計 69,247,500

負担金補助及び交付金
（増額後の補助金　総額

47,622千円
120,667千円）

（増額）
肝属郡医師会立病院再整備

（造成工事）補助金　50,000 千円
（減額）
実施設計分
現額　66,000 千円 － 実績額　63,800 千円
	 △ 2,200 千円
開発許可関係
現額　5,595 千円 － 実績額　5,417 千円
	 △ 178 千円

おおすみの園　新棟「もくれん」

内訳

令和５年度の補正予算
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２月会議の議案等審議結果（令和６年２月５日審議）

結果
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予算 令和5年度一般会計補正予算（第14号）（歳入歳出5,865万円追加） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
３月会議の議案等審議結果（令和６年２月 28 日審議）

予算

令和5年度一般会計補正予算（第15号）（歳入歳出2億7,571万1,000円減額） 原案可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　診療所事業特別会計補正予算（第４号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第４号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　介護保険事業下水道事業特別会計補正予算（第３号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
　　〃　　水道事業会計補正予算（第５号） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

条例

南大隅町手数料条例の一部を改正する条例制定 原案可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町介護保険条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町漁港管理条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町課設置条例の一部を改正する条例制定 （デジタル推進課の新設） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条
例の一部を改正する条例制定の件 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町雄川の滝公園の設置及び管理に関する条例制定 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

その他

権利の放棄について議決を求める件（土地建物貸付料債権） 可決 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
新たに生じた土地の確認及び字の区域の変更について（佐
多伊座敷地先公有水面　866.92㎡） 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

鹿屋市との間において締結した大隅定住自立圏形成協定の変更について 〃 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
３月会議の議案等審議結果（令和６年３月 １９ 日審議）
条例 南大隅町税条例の一部を改正する条例制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
計画 南大隅町過疎地域持続的発展計画の変更について 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
契約 請負契約（５災第 328 号道路災害復旧工事（長野線））の締結について 可　決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

予算
令和 6 年度一般会計予算（歳入歳出 69 億 2,679 万円を決定）他７件 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和５年度南大隅町一般会計補正予算（第16号）（歳入歳出296万5千円追加） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

陳情 川内原発 20 年延長に関する陳情書 不採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
発議 錦江湾横断道路の早期事業化を求める意見書の提出について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

私私のの判断判断
※議長は表決には加わりません。

○…賛成、×…反対
欠…欠席

本町の観光の柱の一つである「雄川の滝公園」の利用者負担制度の導入に伴い、その設置や管理運営について、必要事項が定められました。
pickup 「南大隅町雄川の滝公園の設置及び管理に関する条例」を新たに制定
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　一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を資し、所信の表明を求める
もので、議員固有の権能として与えられたものです。
　一人当たり持ち時間は、答弁を含め 60 分です。掲載されている内容は、質問者自身が要約し
広報委員が構成したものです。

質問順 質　　問　　事　　項 質問議員

１ ・2024 年、2025 年問題について
・固定資産税の対策について （9 ページ） 木佐貫　徳　和

２ ・ブロンズ人材センターについて
・子ども医療費の窓口負担ゼロについて （10ページ） 後　藤　道　子

３ ・介護福祉について
・山川・根占フェリーの運航について （11ページ） 浪　瀬　敦　郎

４
・ふるさと納税について
・町民の体力増進について
・動物愛護について

（12ページ） 大　坪　満寿子

5 ・ふるさと納税について　 （13ページ） 幸　福　恵　吾

6 ・過疎の町における防災計画の見直しについて （14ページ） 森　田　重　義

7 ・新型コロナワクチン接種について
・ヘルパー事業について （15ページ） 津　崎　淳　子

８ ・過疎地域における新たな交通手段の確保について
・集落支援員制度の導入について （16ページ） 上之園　健　三

質 問般一
町政を問う！ ３月３月会議会議

● �2024 年問題…2024 年４月から自動車運転業務の年間時間外労働時間の上限が 960 時間まで
規制されることにより発生する諸問題のこと

● �2025 年問題…団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者になることで起こる、社会保障費の負担
増や働き手不足などの問題のこと

用
語
解
説
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議員
　

当
初
予
算
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
研
修
旅

行
の
バ
ス
委
託
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が

影
響
は
な
い
か
。

企画
観光
課長　

受
託
事
業
者
と
協
議
を
す
る

中
で
や
は
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

保
、
人
件
費
、
燃
料
費
の
高
騰
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
。

議員
　

研
修
視
察
の
場
合
、
せ
っ
か

く
予
算
を
組
ん
だ
の
に
、
運
転

手
が
お
ら
ず
対
応
で
き
ま
せ
ん
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
計
画
的

な
執
行
を
お
願
い
し
た
い
。

　

次
に
２
０
２
５
年
問
題
と
し
て
人
材

不
足
や
高
齢
化
に
よ
る
事
業
継
承
の
影

響
が
深
刻
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
我
々
の
生
活
の
中
に

も
、
少
し
ず
つ
押
し
寄
せ
て
い
る
気
が

す
る
。
伊
座
敷
地
区
に
は
５・６
軒
ず
つ

あ
っ
た
床
屋
や
パ
ー
マ
屋
が
今
は
そ
れ

ぞ
れ
１
軒
に
な
り
、
90
歳
代
の
方
が
現

役
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
旅
館
も
す

べ
て
閉
館
し
、
１
０
０
年
続
い
た
商
店

も
酒
屋
も
閉
店
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
が

ど
う
な
る
の
か
心
配
で
あ
る
。
町
長
の

考
え
は
。

町長
　

日
本
全
国
の
人
口
減
少
の

中
で
、
そ
う
い
っ
た
事
実
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
床
屋
な
ど

は
住
民
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
の
で
、

色
々
な
手
立
て
を
講
じ
て
い
き
た
い
思

い
は
十
分
あ
る
。

議員
　

商
工
会
の
主
催
で
金
融
懇
談

会
が
あ
り
、
そ
の
中
で
事
業
継

承
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
ハ
ウ
ス
、
ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
、
全
国

に
公
募
す
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、
商
工

会
と
連
携
し
て
町
で
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

企画
観光
課長　

事
業
継
承
マ
ッ
チ
ン
グ
で
は

全
国
で
６
８
３
件
の
引
き
合
わ

せ
が
あ
り
、
65
件
、
事
業
継
承
が
成

立
し
た
と
の
こ
と
。
商
工
会
と
し
て
も

事
業
継
承
に
つ
い
て
は
非
常
に
危
機
感

を
感
じ
て
お
り
、
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

55
歳
以
上
の
事
業
者
向
け
に
、
会
員
か

ら
事
業
継
承
診
断
表
を
回
収
し
、
上
部

団
体
の
連
合
会
と
情
報
共
有
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
し
て
い
る
。
町
の

方
も
商
工
会
と
連
携
し
て
事
業
継
承
の

問
題
に
つ
い
て
進
め
て
い
く
。

町長
　

相
続
登
記
義
務
化
の
目
的

は
、
高
齢
化
に
伴
い
所
有
者
不

明
の
土
地
問
題
が
深
刻
化
す
る
恐
れ
か

ら
、
そ
の
発
生
を
予
防
す
る
も
の
で
あ

り
、
正
当
な
理
由
な
く
、
不
動
産
の
相

続
を
し
て
か
ら
、
３
年
以
内
に
相
続
登

記
を
し
な
い
と
、
10
万
円
以
下
の
過
料

が
科
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

議員
　

２
０
２
５
年
問
題
で
75
歳
を

迎
え
る
方
々
は
、
自
分
が
元
気

な
う
ち
に
、
ど
う
に
か
し
な
い
と
、
子

ど
も
に
迷
惑
が
か
か
る
と
、
家
屋
を
取

り
壊
し
た
り
、
売
却
を
考
え
る
方
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
家
屋
が
取
り
壊
さ
れ
、

空
き
地
が
点
在
す
る
よ
う
に
な
り
、
団

塊
世
代
の
方
の
子
ど
も
た
ち
で
、
相
続

を
し
な
い
人
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
し
て
い
る
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
か
。

町長
　

親
が
こ
ち
ら
で
、
子
ど
も
が

東
京
、
大
阪
に
家
を
建
て
る
と
、

親
が
亡
く
な
っ
た
後
、
生
ま
れ
た
家
屋

に
つ
い
て
、
権
利
を
放
棄
さ
れ
、
農
地
、

山
林
も
町
に
寄
付
を
す
る
か
ら
と
の
申

し
出
が
あ
る
。
良
心
的
な
形
で
言
わ
れ

る
が
、
身
内
の
方
へ
の
贈
与
を
勧
め
て

い
る
。

議員
　

今
、
町
長
の
答
弁
の
と
お
り
、

田
舎
の
土
地
は
い
ら
な
い
と
、

財
産
放
棄
や
不
在
住
の
方
が
増
加
す
る

こ
と
が
非
常
に
心
配
で
あ
る
。
相
続
登

記
の
義
務
化
は
、
過
去
に
遡

さ
か
の
ぼり
、
祖
父

母
の
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
も
、

全
部
該
当
す
る
の
で
、
周
知
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問２０
２
４
年
、２
０
２
５
年
問
題
で

本
町
で
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は

木
佐
貫 

徳
和  

議
員

両親が守ってきた土地家屋は大切に受け継ぐべきだと感じる…議員のひとり言

答

町長

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
、
事
業
継
承
へ
の
影
響
、

人
員
不
足
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
等

問相続登
記
の

義
務
化
に
つ
い
て
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議員
　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設

置
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町長
　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

町
で
新
た
な
要
綱
を
制
定
し
、

人
員
を
設
置
す
る
と
年
間
一
人
当
た
り

３
５
０
万
円
を
上
限
と
し
て
、
必
要
経

費
が
特
別
交
付
税
措
置
さ
れ
る
制
度
で

す
。
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
を

議員
　

ブ
ロ
ン
ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
の

現
在
の
業
務
内
容
を
伺
う
。

町長
　

求
人
情
報
提
供
事
業
、
請

負
事
業
、
移
住
定
住
促
進
事
業
、

お
試
し
住
宅
管
理
事
業
、
６
次
産
業
化

支
援
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

議員
　

令
和
６
年
度
の
施
政
方
針
で

体
制
や
、
業
務
内
容
の
見
直
し

を
行
う
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

町長
　

現
事
務
局
長
が
次
回
総
会
で

退
任
さ
れ
る
予
定
で
、
新
た
な

事
務
局
長
体
制
と
な
り
ま
す
。
業
務
内

容
の
見
直
し
は
、
移
住
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
地
域
関
係
者
な
ど
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
移
住
定
住
促
進
事
業
に

重
点
を
置
い
た
業
務
内
容
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

議員
　

移
住
に
よ
り
人
口
が
増
加
す

る
と
、
地
域
内
外
に
新
し
い
交

流
が
生
ま
れ
て
町
の
活
性
化
に
拍
車
が

掛
か
る
。
先
輩
移
住
者
の
方
々
で
組
織

さ
れ
た
、
移
住
定
住
促
進
協
議
会
を
中

心
に
移
住
者
に
優
し
い
南
大
隅
町
と
し

て
移
住
先
に
選
ば
れ
る
地
域
を
目
指
す

と
施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ
た
。
私
も
民

間
の
方
が
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
力
を
借
り
て
事
業
を
進
め
る

こ
と
は
非
常
に
良
い
と
考
え
る
。

活
用
す
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
体
制
が
構
築
さ
れ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議員
　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

公
募
の
形
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
特
別
交
付
税
措
置
が
あ

る
の
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問ブロ
ン
ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
の

体
制
や
業
務
内
容
の
見
直
し
は

後
藤 

道
子  

議
員

官民連携で地域の価値や住民満足度の向上を図ろう !!議員のひとり言

問町単
独
で
子
ど
も
医
療
費
の

窓
口
負
担
ゼ
ロ
を
導
入
す
る
考
え
は

答

町長

新
た
な
事
務
局
長
で
の
体
制
と

移
住
定
住
促
進
事
業
に
重
点
を

答

町長

県
の
実
施
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
本
町
は

18
歳
ま
で
の
導
入
の
考
え

議員
　

い
つ
か
ら
実
施
を
す
る
予
定

か
伺
う
。

介護
福祉
課長　

県
は
具
体
的
な
予
定
は
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
が
令
和

６
年
度
の
当
初
予
算
に
「
こ
ど
も
医
療

給
付
制
度
導
入
円
滑
化
事
業
」
を
新
規

事
業
で
計
上
し
て
あ
る
の
で
、
進
み
具

合
に
よ
る
と
考
え
ま
す
。
県
と
し
て
は
、

県
内
の
市
町
村
へ
の
意
向
調
査
は
行
わ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

議員
　

現
在
子
ど
も
医
療
費
給
付
制

度
は
住
民
税
・
非
課
税
世
帯
に

対
し
て
、
わ
が
町
は
高
校
生
ま
で
行
っ

て
い
る
の
で
、
子
育
て
日
本
一
を
自
負

す
る
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
早
急
に

や
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

町長
　

県
内
の
医
療
機
関
と
の
協
議

が
整
わ
な
い
と
進
ま
な
い
の
で
、

県
の
動
き
だ
し
に
合
わ
せ
た
形
で
導
入

す
る
考
え
で
す
。

移住のための町補助金
を活用されて移住された
実績
（平成26年度～令和４年度）

84世帯　174名
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町長
　

シ
ニ
ア
カ
ー
の
レ
ン
タ
ル
は
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
と
い
う
事

業
効
果
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
必
要
性
は

理
解
で
き
る
が
、
町
と
し
て
貸
し
出
す

と
な
る
と
、
町
の
所
有
物
と
し
て
の
管

理
、
修
繕
、
損
害
賠
償
保
険
等
の
責
任

が
生
じ
て
く
る
の
で
、
対
応
は
難
し
い
。

今
後
、
レ
ン
タ
ル
可
能
な
事
業
者
の
状

況
を
踏
ま
え
、
事
業
化
に
向
け
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

議員
　

一
部
助
成
は
あ
っ
て
も
、
高

額
な
た
め
、
な
か
な
か
購
入
で

き
な
い
方
や
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い

中
で
の
買
い
物
、
交
流
の
た
め
の
外
出

で
の
利
用
価
値
等
を
考
慮
し
て
提
案
を

し
た
。
実
現
可
能
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町長
　

令
和
６
年
２
月
末
現
在
に
お

い
て
、
運
航
回
数
２
４
６
０
回
、�

運
休
３
６
３
回
、
内
訳
と
し
て
は
、
旅

客
が
大
人
４
万
５
８
１
６
人
、
子
ど
も�

３
４
０
３
人
、
合
計
で
４
万
９
２
１
９�

人
、
車
両
が
車
１
万
８
６
９
５
台
、二
輪�

車
が
１
９
６
３
台
、
合
計
２
万
６
５
８

台
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
旅
客
に
お
い
て
は
１
０
６・３
％
、

車
両
に
お
い
て
は
１
０
１・９
％
と
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

町長
　

一
つ
目
は
航
路
運
航
事
業
と

し
て
、
フ
ェ
リ
ー
発
着
に
係
る

陸
上
業
務
及
び
山
川
漁
港
・
根
占
港
の

問山川・
根
占
フ
ェ
リ
ー

の
利
用
状
況
は

問山川根
占
航
路
運
航

推
進
協
議
会
の
取
り

組
み
状
況
は

受
付
窓
口
や
観
光
案
内
所
の
運
営
、
二

つ
目
に
は
、
利
用
促
進
事
業
と
し
て
、

各
種
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
タ
ク
シ
ー

利
用
者
助
成
事
業
、
宣
伝
広
告
事
業
等

の
実
施
、
三
つ
目
は
、
安
定
的
航
路
維

持
事
業
と
し
て
、
可
動
橋
、
待
合
所
内

設
備
の
管
理
、
繁
忙
期
の
駐
車
場
整
備

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
、
山
川
・
根

占
航
路
の
安
定
的
運
航
及
び
そ
の
利
用

促
進
に
努
め
て
い
る
。

議員
　

協
議
会
の
中
で
、
県
、
指
宿

市
、
南
大
隅
町
の
負
担
割
合
が

分
か
る
か
。

企画
観光
課長　

県
、
指
宿
市
、
南
大
隅
町
で

担
っ
て
い
る
陸
上
業
務
の
全
体

事
業
費
は
、
令
和
５
年
度
の
予
算
ベ
ー

ス
で
３
２
０
０
万
円
に
な
る
。
そ
の
中

で
、
県
か
ら
元
気
お
こ
し
事
業
と
し
て

１
０
０
０
万
円
、
残
り
の
事
業
費
が
約

２
２
０
０
万
円
で
、
こ
れ
を
指
宿
市
と

南
大
隅
町
で
そ
れ
ぞ
れ
１
１
０
０
万
円

ず
つ
負
担
し
て
い
る
。

議員
　

海
の
国
道
で
あ
る
フ
ェ
リ
ー

だ
が
、
本
町
と
指
宿
市
、
県
だ

け
で
負
担
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

根
占
港
に
対
し
て
は
大
隅
半
島
全
域
で
、

指
宿
港
に
対
し
て
は
薩
摩
半
島
全
域
で

と
い
う
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、

財
政
的
に
も
た
な
い
時
期
が
く
る
。
将

来
的
な
負
担
を
大
隅
半
島
、
薩
摩
半
島
、

そ
し
て
県
と
い
う
方
向
へ
と
も
っ
て
い

け
な
い
か
。

企画
観光
課長　

山
川
・
根
占
航
路
は
平
成
12

年
当
時
、
民
間
事
業
者
が
撤

退
を
表
明
し
た
際
、
存
続
に
向
け
て
の

検
討
会
が
合
併
前
の
２
市
８
町
で
立
ち

上
が
っ
た
。
そ
の
後
、
事
業
者
の
正
式

な
撤
退
を
受
け
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で

の
航
路
再
開
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、

最
終
的
に
航
路
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ

る
も
の
の
財
政
支
援
の
判
断
を
し
た
の

は
指
宿
市
と
本
町
だ
け
で
あ
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
指
宿
市
、
南
大

隅
町
、
鹿
児
島
県
、
運
行
事
業
者
で

あ
る
な
ん
き
ゅ
う
ド
ッ
ク
の
４
者
で
協

定
を
締
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
陸
上
業
務
、

海
上
業
務
等
々
の
役
割
を
明
確
に
し
た

上
で
運
航
さ
れ
て
い
る
。

医師会立病院の再整備にあたっては産科か小児科を検討すべきとの声あり議員のひとり言

浪
瀬 

敦
郎  

議
員

問町で
シ
ニ
ア
カ
ー
を

レ
ン
タ
ル
す
る
考
え
は
な
い
か

海の国道「フェリーなんきゅう」
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町長
　

影
響
点
は
大
き
く
二
点
で
、

①
寄
付
額
の
５
割
以
下
と
定
め

ら
れ
て
い
る
対
象
経
費
に
、
こ
れ
ま
で

除
外
さ
れ
て
い
た
ほ
ぼ
全
て
の
事
業
経

費
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
令
和
６

年
度
よ
り
返
礼
品
に
か
け
る
費
用
割
合

が
引
き
下
が
っ
た
こ
と
②
地
場
産
品
基

準
の
厳
格
化
に
よ
り
、
返
礼
品
の
全
体

価
値
が
、
地
場
産
品
の
価
値
と
し
て
７

割
以
上
の
も
の
に
限
る
と
さ
れ
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
け
で
の
返
礼

品
は
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
。
こ
れ

に
よ
り
、
本
町
で
は
、
４
商
品
が
取
扱

い
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

議員
　

施
政
方
針
で
関
係
事
業
者
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
を
し
て
い
く
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
考
え
は
。

企画
観光
課長　

寄
付
額
を
増
や
す
に
は
、
主

力
商
品
を
作
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
す
。
例
え
ば
、
１
億
円
の
寄
付

額
の
場
合
は
、
寄
付
額
1
万
円
の
返

礼
品
が
１
万
個
必
要
で
す
の
で
、
対
応

で
き
る
事
業
者
で
な
け
れ
ば
、
寄
付
額

を
伸
ば
す
こ
と
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
こ
の
主
力
商
品
の
製
作
、
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
、
検
討
を
進
め

て
い
く
よ
う
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

議員
　

我
が
町
は
、
一
次
産
業
が
基

幹
産
業
で
、
米
な
ど
の
農
産
物

を
は
じ
め
、
畜
産
、
養
豚
、
養
鶏
も
盛

ん
で
あ
る
。
フ
ル
ー
ツ
も
多
種
生
産
さ

れ
、
味
も
素
晴
ら
し
い
。
町
の
資
源
や

素
材
を
生
か
し
、
納
税
し
て
く
だ
さ
る

方
に
「
黄
金
カ
ン
パ
チ
」
の
よ
う
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
町
独
自
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
に
も

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町長
　

待
っ
て
い
て

も
ふ
る
さ
と
納

税
は
増
え
ま
せ
ん
の
で
、

事
業
者
の
方
に
相
談
し
、

企
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

町長
　

町
民
の
健
康
志
向
に
よ
り
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好
家
が
増
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
み
な
と
公
園
か
ら
雄

川
湖
畔
周
辺
に
、
早
い
時
期
に
設
置
し

て
い
く
考
え
で
す
。

議員
　

佐
多
地
区
に
も
必
要
だ
と
考

え
る
。
各
自
治
会
の
公
民
館
を

拠
点
と
し
た
、
全
町
民
が
健
康
増
進
の

た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
コ
ー
ス

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町長
　

近
年
、
猫
の
糞
尿
問
題
等
の

地
域
に
お
け
る
環
境
問
題
の
改

善
や
野
良
猫
の
減
数
対
策
と
し
て
、
飼

い
猫
、
野
良
猫
を
問
わ
ず
、
不
妊
去
勢

手
術
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
く
考

え
で
す
。

議員
　

手
術
を
し
た
猫
だ
と
分
か
る

よ
う
に
耳
の
一
部
を
カ
ッ
ト（
さ

く
ら
猫
）
す
る
が
、
こ
の
事
業
を
利
用

す
る
場
合
は
。

町民
保健
課長　

本
事
業
で
不
妊
去
勢
手
術
を

行
っ
た
猫
の
証あ

か
しと
し
て
、
飼
い

猫
も
含
め
、
耳
の
一
部
カ
ッ
ト
を
条
件

と
し
て
い
ま
す
。

議員
　

自
治
会
の
協
力
を
得
ら
れ
れ

ば
、
周
囲
か
ら
孤
立
し
、
困
っ

て
い
る
飼
い
主
や
猫
の
把
握
も
で
き
る
。

是
非
協
力
し
て
ほ
し
い
。
港
周
辺
に
は

捨
て
猫
が
多
い
の
で
、
看
板
や
募
金
箱

設
置
も
一
つ
の
方
法
で
は
。

町長
　

猫
を
飼
う
方
の
意
識
啓
発
等

も
含
め
、
周
知
を
し
つ
つ
、
住

み
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
住
み
や
す
い

自
治
会
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

議員
　

こ
の
事
業
は
、
す
ぐ
に
は
効

果
が
な
い
が
、
数
年
後
に
必
ず

結
果
が
出
る
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
自

治
会
環
境
改
善
対
策
と
し
て
、
困
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
助
け
に
な
る
事

業
な
の
で
、
将
来
を
見
据
え
、
継
続
し

て
い
た
だ
き
た
い
。　
　
　
　
　

問大
坪 

満
寿
子  

議
員

ふるさと納税は重要な自主財源。町の素材や資源をフルに生かして寄付額のアップを！議員のひとり言

ふ
る
さ
と
納
税
の
ル
ー
ル
が

厳
格
化
さ
れ
た
が
、
本
町
へ
の
影
響
は

問新
年
度
の
猫
の
不
妊

去
勢
手
術
助
成
事
業

補
助
金
の
内
容
は

問ウォー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
設
置
は
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町長
　

令
和
に
入
っ
て
か
ら
の
寄
附

金
額
と
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
元
年
度
が
寄
附
金
額
、
５
８
９
７ 

万
２
６
０
０
円
、
件
数
で
２
０
４
５

件
、
令
和
２
年
度
が
１
億
１
１
０
万 

５
０
０
０
円
の
４
５
２
２
件
、
令
和 

３
年
度
が
７
５
０
０
万
７
０
０
０
円
の 

３
０
９
１
件
、
令
和
４
年
度
が
５
５
２
０ 

万
６
０
０
０
円
の
２
６
９
０
件
と 

な
っ
て
お
り
、本
年
度
、令
和
５
年
度
は
、 

７
５
０
０
万
円
程
度
、
件
数
で
６
６
０
０ 

件
ほ
ど
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

企画
観光
課長　

総
務
省
の
指
定
基
準
の
見
直

し
に
よ
る
返
礼
品
割
合
の
引
下

げ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
寄
附
金
の

増
加
に
対
し
て
は
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
町
単

独
事
業
と
し
て
取
り
組
む
関
係
人
口
拡

大
創
出
事
業
な
ど
の
成
果
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
件
数
は
対
前
年
比
で
、 

２・
５
倍
ほ
ど
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

議員
　

近
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
使

途
に
つ
い
て
伺
う
。

町長
　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に

つ
い
て
は
、
南
大
隅
町
ふ
る
さ

と
お
こ
し
基
金
条
例
施
行
規
則
に
基
づ

き
、
当
事
業
の
募
集
に
必
要
な
経
費
を

差
引
き
、
残
額
は
基
金
へ
積
み
立
て
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
寄
附
者
の
使

途
指
定
の
項
目
ご
と
に
積
立
て
、
翌
年

度
以
降
、
必
要
な
事
業
へ
基
金
か
ら
充

当
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
令
和

４
年
度
に
お
い
て
は
、
産
業
振
興
と
し

て
、
オ
ド
ル
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

へ
３
０
０
万
円
、
特
産
品
等
Ｐ
Ｒ
委
託

に
39
万
６
０
０
０
円
。
町
人
会
等
運
営

補
助
に
60
万
円
、
環
境
保
全
と
し
て
、

景
勝
松
保
全
対
策
事
業
に
１
７
０
万
円
、

合
計
で
５
６
９
万
６
０
０
０
円
を
事
業

充
当
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
令
和
４

年
度
台
風
14
号
に
よ
る
災
害
指
定
の
寄

附
金
１
０
９
万
６
０
０
０
円
に
つ
い
て

は
、
当
該
年
度
の
災
害
復
旧
費
へ
直
接

充
当
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

問ふる
さ
と
納
税
の
近
年
の

寄
附
額
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う

議員
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
一
つ
の
形

と
し
て
、
近
年
、
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
、

Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
こ
れ

は
自
治
体
が
特
定
の
公
共
事
業
や
社
会

的
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
一
般
の

人
々
か
ら
少
額
の
資
金
を
集
め
る
こ
と

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
事
業
を
支
援
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

鹿
屋
市
は
、
か
の
や
ば
ら
園
の
リ 

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
し
て
、
今
年
度
Ｇ
Ｃ
Ｆ

を
実
施
し
て
い
る
。目
標
金
額
２
０
０
万 

円
に
対
し
て
、
達
成
率
が
２
３
２・５
％
、

４
６
５
万
１
０
０
０
円
の
寄
附
が
あ
っ

た
。 

　

我
が
町
で
も
ふ
る
さ
と
納
税
に
Ｇ
Ｃ

Ｆ
を
活
用
で
き
な
い
か
。
資
金
が
必
要

な
具
体
的
な
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
寄

附
を
募
る
こ
と
で
、
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
が
こ
の
課
題
に
対
し
て
協
力
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
よ
り
高
ま
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
実
績
向
上
が
期
待
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
ね
じ
め
温
泉
ネ

ッ
ピ
ー
館
の
改
修
あ
る
い
は
建
て
替
え
、

学
校
跡
地
や
使
わ
れ
て
い
な
い
公
的
施

設
の
改
修
と
活
用
、
他
の
市
町
村
を
超

え
た
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
は
事
業
所
支
援
を
含
め
た

取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
新

規
事
業
な
ど
、
こ
う
い
っ
た
地
域
課
題

を
明
確
に
し
て
、
打
開
策
を
町
民
全
体

で
考
え
て
起
案
し
て
い
く
Ｇ
Ｃ
Ｆ
の
取

り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

町長
　

今
年
度
は
、
や
は
り
ふ
る

さ
と
納
税
の
目
標
額
を
大
き
く

設
定
し
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、

方
法
と
し
て
は
非
常
に
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
取
り
組
む
方

向
で
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
は
１
人
当
た
り
の
寄
附
単
価

を
引
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
意
識
し
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
具
体
的
に
は
、

関
東
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
内
で
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
税
控
除
の
対
象
と
な
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
や
富
裕
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
化
し
、
併
せ
て
人
気
商
品
の
発
掘

に
向
け
た
関
係
事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
な
ど
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
確

保
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

幸
福 

恵
吾  

議
員

４月から長女と離れて暮らすようになり、心の距離は近づいた気がします。議員のひとり言
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避難行動基準 町長
　

課
題
と
し
て
は
、

「
初
動
対
応
・
情
報
伝
達
」

幹
線
道
路
の
寸
断
、
孤
立
集
落
の
情
報

収
集
と
避
難
所
運
営
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
に
備
え
た
避

難
訓
練
」
を
本
年
度
計
画
し
「
避
難
経

路
に
つ
い
て
再
確
認
」
し
、
有
事
の
際

に
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
優
先
的

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

議員
　

地
域
住
民
の
防
災
意
識
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ｑ
．�

防
災
講
話
を
担
当
す
る
「
防
災
監
」

の
設
置
の
考
え
は
な
い
の
か
、
近

隣
市
町
の
防
災
監
設
置
状
況
は
。

議員
　
【
質
問
の
意
図
】
今
年
一
月
一

日
に
起
き
た
「
能
登
半
島
地
震
」

の
被
害
・
復
興
状
況
を
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、
現
在
の
防
災
計
画
で
は
、
危

機
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
本
町
は
能
登
半
島
地
域
と
同

じ
く
、
過
疎
、
高
齢
化
、
地
理
地
形
が

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
地

震
や
津
波
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に

対
し
て
高
い
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
十
分
な
防
災
対
策
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
想
定
外
の
災
害
が
多

発
す
る
現
在
、
日
々
進
化
す
る
災
害
リ

ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、
地

域
独
自
の
「
防
災
計
画
に
見
直
す
」
必

要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．�

防
災
計
画
を
見
直
す
考
え
は
あ
る

の
か
。

町長
　

本
町
に
お
い
て
も
、
複
合
災

害
に
対
す
る
備
え
を
整
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
き
ま

し
て
は
、今
後
、国・県
に
お
い
て
も
「
能

登
半
島
地
震
」
を
教
訓
と
し
た
見
直
し

が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
す
。
国
・
県
の

動
向
に
注
視
し
、
見
直
し
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

議員
　

能
登
半
島
地
震
発
生
以
前
か

ら
、
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
質

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地

域
独
自
の
防
災
計
画
は
、
国
・
県
の
動

向
を
、
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ
．�

ウ
ェ
ブ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

確
実
に
町
民
が
認
識
し
、
浸
透
な

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

総務
課長
　

住
民
の
方
に
は
、
ま
だ
ま
だ

浸
透
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
版
は
、
特
に
高
齢
者
の
多
い

町
に
と
っ
て
は
、
周
知
が
行
き
届
い
て

い
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
周
知
活

動
に
は
「
自
主
防
災
組
織
」
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

総務
課長
　

近
隣
の
２
市
３
町
は
、
防
災

監
設
置
済
み
。
設
置
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
本
町
だ
け
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

町長
　

要
綱
に
も
と
づ
い
て
、
設
置

の
方
向
で
取
り
組
み
ま
す
。

議員

　【
提
言
】

◎
住
民
が
安
心
で
き
る
啓
発
活
動

◎�

孤
立
集
落
対
策
「
井
戸
」
防
災
公
園

等
の
整
備

◎�

住
民
が
、
早
め
の
避
難
行
動
が
で
き
る

よ
う
に
「
避
難
行
動
基
準
の
策
定
等

を
」

問過疎
の
町
に
お
け
る

防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

起きる前にどれだけ準備できているか、備えたことしか役には立たない。議員のひとり言

※（例）消防神山分団作成

問南大隅
町
の
防
災
に
関
す
る
課
題
、
優
先
す
べ
き

取
り
組
み
を
伺
う

森
田 

重
義  

議
員
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ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。

町長
　
接
種
費
用
補
助
に
つ
い
て
は
高

い
か
ら
接
種
し
な
い
と
な
ら
な
い

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
先
般
の

「
住
民
と
の
意
見
交
換
会
」
で
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
補
助
を
要
望
さ
れ
た
方
が
、

私
に
も
再
度
、
要
望
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議員
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
強

制
で
は
な
く
任
意
。
感
染
症
の
分

類
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
な
っ
た
が
、

重
症
度
が
違
う
。
か
か
っ
て
も
軽
く
す
み
、

ま
た
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。
各

種
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
支
援
に
よ
り
、
町
民

が
安
心
し
て
過
ご
せ
、
健
康
維
持
に
も
つ

な
が
る
。

町長
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
重
要

な
事
業
で
す
。
現
在
、
町
内
に
お
い
て
3

法
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
減
少
や
介
護
報
酬
、
改
定
等
に

よ
る
法
人
運
営
上
の
課
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町長
　

令
和
３
年
２
月
か
ら
の
３
年

間
で
、
町
民
の
８
割
が
接
種
さ

れ
て
い
ま
す
。

議員
　

高
齢
者
の
接
種
率
は
。

　
町民
保健
課長　

65
才
以
上
の
方
で
、
１
回
以

上
の
接
種
者
が
３
０
５
８
人
で
、

接
種
率
は
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
議員
　

４
月
以
降
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
状
況
は
。

町民
保健
課長　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
秋

か
ら
冬
に
1
回
接
種
の
予
定
で
す
。

高
齢
者
及
び
、
60
才
か
ら
64
才
の
心
臓
疾

患
な
ど
一
定
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
は
、

定
期
接
種
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
方
々
は
、
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

議員
　

４
月
か
ら
公
費
で
は
な
く
自

費
に
な
る
が
、
接
種
費
用
は
。

町民
保健
課長　

現
時
点
で
は
、

確
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

町長
　
高
齢
化
率
の
高
い
本
町
で
は
特

に
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

議員
　
若
い
人
が
か
か
れ
ば
、
高
齢
者

に
感
染
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
福
祉
施
設
な
ど
で
は
、
定
期
接
種

の
対
象
で
な
い
入
所
者
の
方
や
介
護
す
る
職

員
な
ど
、
外
部
か
ら
感
染
を
持
ち
込
む
可
能

性
も
あ
る
。
高
齢
者
と
60
才
か
ら
64
才
の

基
礎
疾
患
を
持
つ
方
だ
け
で
な
く
、
全
町
民

に
対
し
て
助
成
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議員
　
町
内
の
ヘ
ル
パ
ー
数
と
利
用
者

数
は
。

介護
福祉
課長　
３
法
人
の
ヘ
ル
パ
ー
数
は
、
合

計
34
名
で
、
利
用
登
録
者
数
は
、

合
計
１
１
８
名
で
す
。

議員
　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
者
の
経
営
が
、

厳
し
い
と
聞
く
が
、
町
と
し
て
、

事
業
者
に
対
し
て
公
的
支
援
を
行
う
考
え

は
な
い
か
。

町長
　
３
法
人
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
協

議
を
重
ね
、
課
題
解
決
に
向
け
て

共
同
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

公
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
状
況

に
よ
り
、
今
後
判
断
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議員
　

各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
意
向

を
聞
い
て
進
め
、
そ
の
う
え
で
公

的
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
ほ
し

い
。
こ
の
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
町
長
が
述

べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
対
象
高
齢
者
の
生
活

維
持
に
直
結
し
、
継
続
的
な
介
護
が
で
き

な
け
れ
ば
、
多
大
な
影
響
が
で
る
。
住
み

慣
れ
た
我
が
家
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
自
宅
で
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
介
護

難
民
が
出
な
い
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

安心した在宅生活を支えてくれるヘルパー事業の継続を‼議員のひとり言

津
崎 

淳
子  

議
員

問令和
6
年
3
月
末
で
公
費
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

終
了
す
る
が
、
今
迄
の
接
種
状
況
は

問今後、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
町
単
独
の
助
成
は
、

考
え
ら
れ
な
い
か

問ヘルパ
ー
事
業
の

現
状
を
伺
う
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◇
自
治
体
運
営
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
？

　
公
共
交
通
機
関
の
な
い
交
通
の
便
が

悪
い
地
域
で
、
移
動
手
段
確
保
の
た
め

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
を
使
い

乗
客
を
有
料
で
送
迎
す
る
「
自
家
用
有

償
旅
客
運
送
」
の
こ
と
。
本
来
交
通
業

者
な
ど
が
実
施
す
る
「
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
」
と
は
若
干
異
な
り
、
一
定
要

件
の
も
と
で
自
治
体
が
運
営
主
体
と
な

っ
て
実
施
で
き
る
事
業
。

議員
　

現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

等
の
運
行
に
加
え
、
更
に
地
域

実
情
に
応
じ
た
利
便
性
を
確
保
で
き
る

移
動
手
段
と
し
て
の
必
要
性
は
？

町長
　

自
治
体
運
営
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
つ
い
て
は
、
移
動
手
段
の

一
つ
と
し
て
可
能
性
が
あ
る
。

議員
　

移
動
手
段
は
幾
重
に
も
あ
っ

て
い
い
も
の
。
利
用
者
の
選
択

肢
に
対
応
で
き
る
交
通
体
制
の
整
備
に

向
け
て
自
治
体
運
営
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

に
取
り
組
む
考
え
は
。

町長
　

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
で
実

施
す
る
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
策
定

準
備
検
討
委
員
会
で
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か

ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
、
地
域
実
情
を

踏
ま
え
た
移
動
手
段
が
提
供
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
協
議
す
る
。

議員
　

高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段

を
持
た
な
い
住
民
に
と
っ
て
は
、

自
宅
前
で
乗
降
で
き
る
よ
う
な
身
近
な

交
通
手
段
と
し
て
、
地
域
実
情
に
沿
っ

た
、
そ
し
て
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
量

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
計
画
段
階
で

の
十
分
な
協
議
を
望
む
。

◇
集
落
支
援
員
と
は
？

　
過
疎
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
や
高

齢
化
に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
や
身
近

な
交
通
手
段
の
不
足
な
ど
、
集
落
が
抱

え
る
諸
問
題
を
点
検
し
、
自
ら
が
そ
の

問
題
解
決
に
向
け
行
政
と
連
携
し
対
策

を
講
じ
る
た
め
町
が
委
嘱
す
る
支
援
員
。

議員
　

集
落
支
援
員
の
設
置
を
必
要

と
す
る
、
或
い
は
必
要
性
を
感

じ
る
地
域
や
集
落
を
把
握
し
て
い
る
か
。

町長
　

本
格
的
な
ニ
ー
ズ
調
査
は
実

施
し
て
い
な
い
が
一
部
地
域
で

高
齢
者
等
が
日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る

現
状
は
聞
い
て
い
る
。

議員
　

戸
数
20
戸
以
下
の
自
治
会
が

59
自
治
会
、
人
口
30
人
以
下
の

自
治
会
が
53
自
治
会
あ
る
。
い
ず
れ
も

高
齢
化
率
の
高
い
地
域
や
自
治
会
で
あ

り
集
落
機
能
そ
の
も
の
が
低
下
し
て
お

り
、
高
齢
者
世
帯
で
は
日
常
生
活
に
疲

弊
困こ

ん

憊ぱ
い

し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
高
齢

者
世
帯
な
ど
生
活
弱
者
の
日
常
生
活
を

支
援
し
て
い
く
た
め
の
集
落
支
援
員
制

度
の
導
入
は
考
え
な
い
か
。

町長
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
、

買
い
物
支
援
や
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
、
地
域
課
題
の
深
刻
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
既
存
の
支
援
策
の
拡
充
も
含

め
、
集
落
支
援
員
制
度
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
地
域
実
情
に
あ
っ
た
支
援
策

を
検
討
す
る
。

議員
　

働
き
手
不
足
解
消
や
本
町
に

お
け
る
新
た
な
業
種
と
し
て
も

期
待
で
き
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
と
集

落
支
援
員
の
業
務
を
複
合
的
に
実
施
す

る
方
法
も
併
せ
て
提
案
し
、
高
齢
者
世

帯
な
ど
の
戸
々
の
日
常
生
活
支
援
に
つ

な
が
る
制
度
の
導
入
を
切
望
す
る
。

年を取ると何かと不自由を感じる。この不自由さを解決することも大切なこと！議員のひとり言

上
之
園 

健
三  

議
員

問自治体
運
営
の
（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
）

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
へ
の
取
り
組
み
は

上
之
園 

健
三  

議
員

答

町長
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
策
定
検
討
委
員
会
で
協
議

問集落
支
援
員
を
設
置
す
る
考
え
は

答

町長

集
落
支
援
員
も
選
択
肢
の
一
つ　

地
域
実
情
に
合
っ
た
支
援
策
を
検
討
！
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昨
年
９
月
、
議
員
定
数
の
み
な
ら
ず
、
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
運

営
に
資
す
る
よ
う
、
議
会
の
活
性
化
及
び
改
革
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
南
大
隅
町

議
会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
令
和
５
年
10
月
16
日
を
皮
切
り
に
、

計
７
回
の
委
員
会
を
開
い
た
ほ
か
、
８
会
場
で
住
民

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
議
会
運
営
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
事
項
や
委
員
会
構
成
、
特
別
委
員

会
や
議
員
定
数
の
在
り
方
な
ど
、
議
会
活
動
の
活

性
化
に
資
す
る
よ
う
、
様
々
な
観
点
か
ら
調
査
・
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
課
題
が
協
議
さ
れ
て
き
た
中
で
、
特
に

議
員
定
数
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
様
々
な
意
見
や
考
え
方
を
考
慮
し
な
が
ら
、

本
町
の
将
来
を
見
据
え
た
慎
重
な
協
議
が
今
後
も

必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
調
査
・
検
討
を
重
ね
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
と
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
、
行
政
に

対
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
即
刻
、
執
行
部
に
つ
な

ぐ
と
と
も
に
、
３
月
29
日
に
中
間
報
告
書
と
し
て
、

町
長
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
定
数
や
議
員
報
酬
に
つ
い
て

⃝
�

合
併
し
て
広
範
囲
な
の
で
現
状
の
定
数
で
良
い

⃝
�

財
政
面
で
は
削
減
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
は

⃝
�

職
責
に
応
じ
た
必
要
且
つ
適
正
な
定
数
に
す
べ
き

⃝
�

定
数
削
減
は
慎
重
に

⃝
�

人
口
が
減
少
す
る
な
ら
議
員
も
減
ら
す
べ
き

⃝
��

運
営
に
支
障
が
な
け
れ
ば
２
名
減
ら
す
べ
き

⃝
��

定
数
を
減
ら
し
、
報
酬
を
上
げ
て
地
域
の
中
で
、
も
っ
と
働
く
べ
き

⃝
�

今
の
定
数
で
よ
い
、
報
酬
を
上
げ
て
も
よ
い
（
そ
れ
だ
け
の
仕

事
を
し
て
く
れ
れ
ば
）

⃝
��

議
員
報
酬
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
若
い
人
に
と
っ
て
も
魅
力
的

な
報
酬
に
す
る
べ
き

議
会
に
対
す
る
意
見
等

⃝
�

議
員
間
で
同
じ
内
容
の
一
般
質
問
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
調
整

は
し
な
い
の
か

⃝
�

南
大
隅
町
は
一
般
質
問
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

⃝
�

定
期
的
に
こ
う
い
っ
た
会
を
開
い
て
ほ
し
い

⃝
�

町
民
の
声
が
全
く
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い
な
い

住
民
と
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見

後藤委員長・浪瀬副委員長より石畑町長へ後藤委員長・浪瀬副委員長より石畑町長へ
報告書が手渡されました報告書が手渡されました

中
間
報
告

議
会
活
性
化
等

調
査
特
別
委
員
会

こ
の
他
、
行
政
に
関
す
る
様
々
な

意
見
に
つ
い
て
は
執
行
部
へ
報
告

い
た
し
ま
し
た
。
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令
和
６
年
１
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け

て
、
都
城
市
、
え
び
の
市
で
、「
交
通
弱

者
の
新
し
い
交
通
体
系
及
び
移
住
者
就
業

サ
ポ
ー
ト
事
業
等
調
査
」を
行
い
ま
し
た
。

　
都
城
市
庄
内
地
区
で
は
、
市
民
協
働
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
に
つ
い

て
、
事
業
立
ち
上
げ
に
至
っ
た
経
緯
や
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
等
を
含
め
た
運
営
状
況

等
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

庄
内
地
区
で
は
、「
地
域
の
こ
と
は
地

域
の
手
で
解
決
し
て
い
こ
う
」
と
の
思
い

か
ら
市
内
で
初
め
て
市
民
自
治
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
約
４
年
か
け
て
「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
を
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

事
例
を
全
国
か
ら
収
集
し
、
住
民
が
運
行

を
担
う
事
例
を
研
究
さ
れ
、
平
成
28
年
に

市
が
道
路
運
送
法
等
に
基
づ
く
手
続
き
、

運
行
経
費
等
の
支
援
を
行
い
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
市
と
し
て
初
の
試
み

と
し
て
実
施
さ
れ
、
運
営
を
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
都
城
市
視
察
で
は
、
我
が
町
で
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
体
制
を
十
分
に
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
や
、
我
が
町
に

合
う
交
通
体
系
と
し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

導
入
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

※
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は

　
�

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
乗
客

を
有
償
で
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と

　
え
び
の
市
で
は
、
市
内
に
お
け
る
労
働

者
不
足
対
策
及
び
若
年
者
就
職
者
の
離
職

率
抑
制
を
目
的
と
し
て
、市
役
所
内
に「
地

方
公
共
団
体
の
行
う
無
料
職
業
紹
介
事

業
」を
活
用
し
た「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
」
を
設
置
さ
れ
て
お
り
、
就
業
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
ほ
か
様
々
な
雇
用
対
策
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
承
継
を

全
面
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン

グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「relay

（
リ
レ
イ
）」

を
活
用
し
、
事
業
承
継
を
進
め
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
視
察
で
は
、
市
役
所
内

で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
お
互
い
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
承
継
が
で
き
る
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
な
ど
、
ぜ
ひ
我
が
町
で

も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
各
委
員
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
を
と
り
ま
と
め
、
提
言
と

し
て
執
行
部
へ
提
出
し
ま
し
た
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

令
和
６
年
1
月
11
日（
木
）・12
日（
金
）

移
住
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

まちを巡るコミュニティバス「庄内ふれあい号」

市役所内での求人検索サービス

無料で検索できる

地
域
と
行
政
と
の
協
同
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

所 管 事 務 調 査 報 告
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令
和
６
年
１
月
17
日
に
本
町
の
教
育

環
境
と
佐
多
地
区
「
小
中
一
貫
校
」
導

入
に
向
け
た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
を
交
え
な

が
ら
、
本
町
の
取
り
組
む
べ
き
教
育
行

政
へ
の
様
々
な
課
題
等
を
調
査
し
ま
し

た
。

　
①
教
育
委
員
か
ら
み
た
本
町
の
教
育

行
政
に
つ
い
て
、
現
在
の
学
校
の
環
境

と
支
援
施
策
等
に
対
し
て
の
検
討
課
題

に
つ
い
て
問
う
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

利
用
方
法
に
つ
い
て
、「
持
ち
帰
り
の
自

宅
学
習
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
機
器
破

損
等
の
危
険
性
を
危
惧
し
て
い
る
」
と

の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
②
小
中
一
貫
校
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
導
入
時
期
が

示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
良
い
方
向
で

進
行
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
が
、
課
題
と
し
て
、
複
式
学
級
等
に

不
安
を
感
じ
て
い
た
保
護
者
も
い
た
こ

と
か
ら
「
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
等
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
地
域
・
行
政
が
協

力
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の
意
見

も
出
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
通
学
支
援

施
策
や
施
設
管
理
維
持
等
に
対
す
る
取

り
組
み
と
予
算
の
継
続
へ
の
要
望
も
な

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
人
口
減
少
問

題
を
含
め
学
校
運
営
の
在
り
方
に
つ
い

て
調
査
を
継
続
し
、
議
会
一
丸
と
な
っ

て
、
サ
ポ
ー
ト
・
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
協
議
し
、
今
回
の
調
査
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

所 管 事 務 調 査 報 告

教
育
産
業
常
任
委
員
会
令
和
6
年
1
月
17
日（
水
）

教
育
委
員
と
語
る
教
育
関
係
等
調
査

　

南
大
隅
町
議
会　

広
報
広
聴
常
任
委

員
会
で
は
、
議
会
広
報
誌
の
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

年
４
回
発
行
さ
れ
る「
み
ん
な
の
議
会
」

に
対
し
て
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会
広
報
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】 �

南
大
隅
町
議
会
事
務
局 

☎
０
９
９
４
‐
24
‐
３
１
４
１

〔
発
行
責
任
者
〕

　
　

議　
　

長　

松
元　

勇
治

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　

委  

員  

長　

幸
福　

恵
吾

　
　

副
委
員
長　

平
瀬　

十
助

　
　

委　
　

員　

後
藤　

道
子

　
　

委　
　

員　

森
田　

重
義

　
　

委　
　

員　

上
之
園
健
三

　
　

委　
　

員　

津
崎　

淳
子

　
６
月
会
議
は
、11
日
、12
日
、20
日
、

本
庁
議
会
議
事
堂
で
開
催
予
定
で
す
。

　
「
み
ん
な
の
議
会
」
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
議
会
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

詳
し
い
日
程
等
は
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

編
集
後
記

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
年
明
け
早
々

に
起
き
た
能
登
半
島
地
震
に
よ

る
被
災
者
の
方
々
に
は
、
辛
く

厳
し
い
長
い
冬
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

と
生
活
再
建
を
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
達
議
員
の
任
期
も

あ
と
一
年
を
切
り
ま
し
た
。
一

月
に
は
、「
住
民
と
の
意
見
交
換

会
」
を
開
き
、
多
く
の
町
民
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
身
近
な
議
会

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
議
会
・
議
員
は
、
何

を
し
て
い
る
の
か
」「
議
会
で
何

を
議
論
し
て
い
る
の
か
」を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
広
報
機
能

を
進
化
さ
せ
、
よ
り
わ
か
り
や

す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
め
ざ

し
て
、「
伝
え
る
努
力
」
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
意
見
等
を
聴
か
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
有
難
い
で
す
。

津
崎　

淳
子
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